いい 害で あるが、 これが まだ あまり 行われて いないの 

きわ 

は、 どういう わけで あるか。 その 答 は、 極めて 簡単で 

ある。 成層圏 飛行 は 目下 研究 中に 属して いて、 われ わ 

れの 目に ふれる ところまでに 発達して いない。 

今日 各国 は、 それぞれ 秘密 裡に、 この 成層圏 飛行の 

研究 をす すめて いるが、 ドイツと アメリカが 最も さか 

ん のよう であり、 ソ連で も 中々 やって いるよう である _ 

が、 われわれの 目に ふれる もの は、 成層圏よりも 幾分 

低い ところ を 飛ぶ 亜成層圏 飛行で あるら しい。 その 高 

度 は 六 千メ— トル 附近で あるら しいから、 もう 四千 

メ— トルぐ らい 上に、 成層圏が ある わけで ある。 



出来る かもしれ ないし、 それと ともに、 大宇宙に 棲む 

他の 高等生物 とめぐり 合って、 奇妙な 交際が 始まる か 

もしれ ない。 そういう 未来 を 考える と、 われわれ は、 

飛行 技術と いわず、 あらゆる 科学に ついて、 どんなに 

ばりき 

馬力 を かけ 金 を かけて 研究 を 急いでも、 決して 早す ぎ 

る、 やりすぎる、 という こと はない ので ある。 

次に 話 は、 また 現在に 逆 もどりす るが、 飛行機の 無 

電 操縦が 既に 可能なる 今日、 多数の 爆弾 を 抱いて 無人 

たいぐん てきこく 

の 成層圏 機の 大群 を 無電 操縦で 敵国め がけて 飛ばし、 

ゆうもう かかん じばくて き 

無人で あるが ゆえに、 勇猛 果敢 (？) なる 自爆 的 爆撃 

を やら せる こと も 可能 ではない かと 思う。 それが 出来 



さゆうし ゆ-つ 

るなら、 空襲警報 も 間に合わない ほどの 急 襲 を やる 

ことが 出来、 殊に 雨 夜の 空襲 を かける と、 敵の 防空 隊 

の 照 空 灯 も 届かず、 聴音機 も 間に合わず、 従って 高 射 

砲で 狙い 撃つ 方法 もな く、 大いに 戦果 を あげる ことが 

出来ようと 思う。 が、 これ も 例の 素人 考えで ある。 
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